
論題

著者

掲載誌

ISSN

刊行年月

判型

0910-9730

JIS-B5 (182mm × 257mm)

1994 年（平成 6年）3月

神奈川県立博物館研究報告―人文科学―　第 20 号

北条氏康書状における特殊な封式について
　―横ノ内折と糊付の関連をめぐって―

鳥居和郎



後
北
条
氏
関
係
文
書
に
お
い
て
、
今
日
確
認
さ
れ
た
点
数
は
お
よ
そ
三
七
○

（

１

）

○
余
点
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
数
は
戦
国
大
名
の
中
で
も
多
い
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
そ
の
豊
富
な
史
料
を
も
と
に
、
様
々
な
研
究
が
行
な
わ
れ
、
研

究
論
文
の
数
も
他
の
戦
国
大
名
研
究
に
比
較
し
て
群
を
抜
い
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
文
書
形
式
、
花
押
そ
し
て
印
判
な
ど
古
文
書
学

的
研
究
は
相
田
二
郎
氏
に
よ
る
成
果
以
降
、
あ
ま
り
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

近
年
、
各
地
の
県
史
や
市
史
の
編
纂
事
業
に
お
い
て
、
原
文
書
の
調
査
を
重
視

し
編
纂
を
行
な
う
所
も
み
ら
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
多
く
の
古
文
書
学
的
成
果

（

２

）

も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
越
相
同
盟
に
関
す
る
北
条
氏
康
の
書
状
に
お
い
て
、
特
殊
な
切
断

が
行
な
わ
れ
た
史
料
二
点
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、

こ
れ
ま
で
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
切
断
箇
所
に
つ
い
て
は
未
だ
検
討
が
加

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
戦
国
時
代
の
東
国
に
お
け
る
文
書

の
封
式
に
、
新
た
な
一
例
を
加
え
る
注
目
す
べ
き
史
料
と
思
わ
れ
る
。

北
条
氏
康
書
状
に
お
け
る
特
殊
な
封
式
に
つ
い
て

ｌ
横
ノ
内
折
と
糊
付
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

は
じ
め
に

鳥

居

和

郎

越
相
同
盟
と
は
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
、
甲
斐
の
武
田
晴
信
に

よ
る
駿
河
侵
攻
を
契
機
と
し
て
、
今
川
氏
と
同
盟
を
結
ぶ
北
条
氏
が
武
田
氏
を

牽
制
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
抗
争
関
係
に
あ
っ
た
越
後
の
上
杉
輝
虎
と
和
し
、

結
ん
だ
同
盟
で
あ
る
。

こ
れ
ら
越
相
同
盟
に
関
す
る
史
料
は
、
北
条
側
で
は
当
主
氏
政
、
そ
し
て
家

督
を
譲
っ
た
と
は
い
え
依
然
強
い
影
響
力
を
有
し
、
越
相
外
交
の
中
心
人
物
で

あ
っ
た
氏
康
の
史
料
を
中
心
と
し
、
「
上
杉
家
文
書
」
を
初
め
諸
処
に
残
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
史
料
の
中
で
注
目
す
べ
き
史
料
と
は
、
北
条
氏
康
の
発

給
に
な
る
二
点
の
書
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
料
紙
の
奥
の

下
端
に
方
形
の
切
断
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
料
紙
の
折
り
方
は
と
も
に

折
り
目
を
横
に
付
け
、
表
面
を
互
い
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
折
る
、
い
わ
ゆ
る

「
横
ノ
内
折
」
で
あ
る
。

横
ノ
内
折
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
相
田
二
郎
氏
が
「
古
文
書
料
紙
の
横
ノ
内

折
と
そ
の
封
式
と
に
就
い
て
」
と
題
す
る
論
考
に
お
い
て
、
折
り
の
名
を
付
け

ら
れ
、
併
せ
て
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
戦
国
時
代
の
東
日
本
に
限
ら
れ

（

３

）

る
封
式
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
論
考
に
お
い
て
、
切
断
の
あ
る
横
ノ
内
折
に
っ

（

４

）

い
て
も
三
例
紹
介
さ
れ
、
封
紙
を
用
い
な
い
特
殊
な
封
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と

以
下
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
紹
介
を
行
な
う
と
と
も
に
、
若
干
の
私
見
を
述
べ

さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
す
る
。

｜
、
切
断
の
あ
る
北
条
氏
康
書
状
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の
見
解
を
示
め
さ
れ
、
封
の
仕
方
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
述
べ
る
二
点
の
史
料
は
、
相
田
氏
が
紹
介
さ
れ
た

史
料
と
は
、
横
ノ
内
折
と
い
う
点
で
は
一
致
す
る
も
の
の
、
切
断
箇
所
、
折
り

方
、
封
の
仕
方
な
ど
に
お
い
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
該
当
す
る
北
条
氏
康
書
状
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
読
点
は
著
者
が
適

ま

ず

、

睾

宜
補
っ
た
。

こ
の
史
料
は
、
現
在
、
小
田
原
城
天
守
閣
の
所
蔵
に
な
る
も
の
で
、
伝
来
等
、

所
蔵
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
北
条
氏
康
が
上
杉
氏
家
臣
の
小
中

（

５

）

大
蔵
少
輔
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
北
条
側
の
使
僧
で
あ
る

天
用
院
に
対
す
る
小
中
の
懇
意
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
引
続
き
北
条

〈
史
料
１
〉
北
条
氏
康
書
状

（

儀

）

越
相
和
融
義
、
度
ご
申
届
処
、
御
同
意
之
由
候
、
本
望
至

極
候
、
殊
被
対
天
用
院
御
入
魂
之
由
、
祝
着
候
、
此
度
以

遠
山
左
衛
門
尉
申
届
間
、
弥
御
馳
走
可
為
肝
要
候
、
次
一

荷
一
種
進
之
候
、
委
細
左
衛
門
尉
可
申
候
、
恐
と
謹
言
、

三

月

十

三

日

氏

康

（

花

押

）

小
中
大
蔵
少
輔
殿

寸
法
三
四
・
八
×
三
○
・
八
ｍ

側
の
使
者
で
あ
る
遠
山
左
衛
門
尉
に
対
し
て
の
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の

史
料
に
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
越
相
同
盟
成
立
に
向
け
て
の
交
渉

中
の
内
容
か
ら
永
禄
十
二
年
の
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
軸
装
と
な
っ
て

い
る
が
、
幸
い
な
こ
と
に
料
紙
の
折
り
方
は
確
認
出
来
る
。

〈
史
料
２
〉
北
条
氏
康
書
状

識
澱
喉
聯
涜
勘
ｒ
ｒ
樋
払
切
ａ
ゑ
ん
Ｉ
ｒ
″
か

八

鳶

~

造

稚

広

４

戚

寓

檸

花
撫
嬉
以
猟
患
胤
混
必

を
争
俄
御
γ
樋
了
泓
峨
流
乏
一
ゐ
附
暴
且
裟

雀

鰺
ゆ
冤
虚
ア
レ
ら
，
Ｉ
上
覆
う
銅
曜
織
嬢
湯
ｗ
Ｐ
Ｉ
仏
孝
ｊ
拝
雌
ｒ
ｉ
ｌ
‐

《

去
廿
五
、
息
三
郎
於
御
城
中
、
被
遂
御
祝
儀
之
由
、

誠
以
千
秋
万
歳
之
至
、
於
愚
老
本
望
満
足
不
過
之
候
、

、
二
忽
川
瓜
７
－
今
○

寸
法
三
五
・
六
×
三
七
・
三
ｍ

史料1北条氏康書状（小田原城天守閣所蔵）
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こ
の
史
料
は
、
近
年
、
上
杉
家
が
米
沢
市
に
寄
贈
し
た
「
上
杉
家
文
書
」
に

含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
北
条
氏
康
が
上
杉
輝
虎
に
宛
て
た
も
の
で
、
内
容
と

し
て
は
、
越
相
同
盟
に
よ
り
北
条
氏
側
の
人
質
と
し
て
赴
い
た
氏
康
の
息
子
三

郎
が
、
四
月
二
十
五
日
に
越
後
国
春
日
山
城
内
に
お
い
て
上
杉
輝
虎
の
養
子
と

な
っ
た
こ
と
が
氏
康
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
事
に
対
し
て
の
返
事
で
あ
る
。
現
状

は
裏
打
ち
が
施
さ
れ
、
折
り
方
も
変
わ
っ
て
い
る
が
、
当
初
の
折
り
の
確
認
は

可
能
で
あ
る
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
折
り
順
を
述
べ
て
み
る
。
こ
こ
で
は
、
折
り
方
の
み
を

記
し
、
封
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
折
り
順
を
説
明
す

る
際
、
切
断
箇
所
は
存
在
す
る
も
の
と
し
て
行
な
っ
た
。

〈
史
料
１
〉
（
図
１
参
照
）

①
料
紙
の
天
地
の
長
さ
の
中
央
に
、
折
り
目
を
横
に
し
て
、
料
紙
の
表
を
互

い
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
一
回
折
る
。

近
日
以
使
者
御
祝
儀
可
申
展
候
、
氏
政
者
敵
陣
程

近
遂
対
陣
間
、
此
度
不
及
御
返
事
候
、
非
無
沙
汰
候
、

鱸
而
以
使
可
申
入
候
、
愚
老
相
心
得
可
申
達
由
候
、

恐
と
謹
言
、山

内
殿

五

月

十

二

日

氏

康

（

花

押

）

②
①
の
折
り
の
時
、
出
来
た
折
り
目
を
上
に
し
、
横
幅
の
中
央
の
位
置
に
、

縦
の
折
り
目
を
付
け
る
よ
う
に
手
前
に
向
け
て
一
回
折
る
。

③
②
の
時
の
折
り
目
を
右
側
に
し
、
も
う
一
度
縦
に
折
り
目
を
つ
け
、
等
分

に
一
回
折
る
。

④
③
の
折
り
目
を
向
こ
う
側
に
し
（
料
紙
の
奥
が
あ
る
面
を
下
に
し
て
）
、

手
前
よ
り
巻
く
よ
う
に
ほ
ぼ
等
分
に
三
つ
折
に
す
る
（
折
り
目
は
二
つ
）
・

〈
史
料
２
〉
（
図
２
参
照
）

解

峠

~

轍

勘

”

＊

ぬ

卿

殿

卜

~
涜
翼
誉
良
蹴
平
ら
筆
護
蕊

~
や
泳
鶴
Ｚ
ぷ
、
滋
術
爵
慾
す
や
織
具
混
濁

寧
具
は
み
の
葱
微
７
－
患
抵
埠
鯵
盆
鰯
脚
紙

型
と
撒
鯵
鷺
瓜
秀
負
魚
命
さ
毒
γ
“
柁
験
〃
極
〃

潅
重
倹
育
~
公
堂
も
~
鷺
幟
領
い
砿
溌
鰯

鱸

鯛

薙

蹴

弓

と

灘

γ

Ｉ
噌溌

八
郷
川
γ
二
側

盟斡･ ．‐ ＃

蕊雛＃

史料2北条氏康書状（米沢市所蔵）
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図2史料2の折りの順と切断箇所 図1史料1の折りの順と切断箇所

①
か
ら
③
ま
で
の
折
り
順
は
〈
史
料
１
〉
と
同
様
で
あ
る
。

④
こ
こ
は
命
《
料
１
〉
の
折
り
数
と
異
な
る
。
端
か
ら
順
に
ほ
ぼ
等
分
に
四
つ

に
折
る
（
折
り
目
は
三
つ
）
。

こ
の
よ
う
に
最
後
の
折
り
数
が
異
な
る
も
の
の
、
折
り
あ
が
り
は
二
点
と
も

縦
に
細
長
く
折
り
畳
ま
れ
た
形
と
な
る
。

（

６

）

相
田
氏
は
先
の
論
考
に
お
い
て
、
横
ノ
内
折
の
文
書
に
は
「
封
紙
を
用
い
る

場
合
」
と
「
封
紙
を
用
い
ず
本
紙
と
封
紙
が
同
一
の
料
紙
か
ら
な
る
場
合
」
の

二
つ
の
形
式
が
存
在
す
る
事
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
北
条
氏
康
に
限
ら
ず
、
北

条
氏
一
族
の
文
書
に
は
横
ノ
内
折
の
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
と
、
こ
の
二
点
の
史
料
が
大
き
く
異
な
る
点
は
、
料
紙
奥
の
下
端
が
方
形
に

切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
が
切
断
さ
れ
た
理
由
を
、
折
り
順

と
切
断
線
を
関
連
さ
せ
、
子
細
に
検
討
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
本
紙
と
封

紙
を
兼
ね
た
横
ノ
内
折
の
例
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
相
田
氏
は
切
断
さ
れ
た
横
ノ
内
折
に
つ
い
て
、
「
こ
の
特
殊
の
封
式

は
糊
を
付
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
」
と

（

７

）

「
糊
付
」
の
可
能
性
を
推
測
さ
れ
た
。

「
糊
付
」
と
は
戦
国
期
の
文
書
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
文
言
で
、
糊
を
使
用

し
た
封
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
と
し
て
も
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
折
り
方
で
、
ど

の
よ
う
に
封
を
行
っ
た
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
糊
付
は
封
式
と
し
て
あ

る
程
度
定
型
化
さ
れ
て
い
た
切
封
や
結
封
な
ど
と
は
異
な
り
、
定
ま
っ
た
形
式

が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
事
が
余
計
に
糊
付
を
わ
か
ら
な
く
し
た

も
の
と
も
思
え
る
。
本
稿
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
北
条
氏
康
書
状
は
、
糊
付
の
一

－18－



二
点
の
北
条
氏
康
の
書
状
が
、
本
紙
と
封
紙
を
兼
ね
た
形
式
の
横
ノ
内
折
で

あ
り
、
し
か
も
「
糊
付
」
の
封
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
し
た
が
、
ま
ず
、
切
断

部
分
が
封
と
し
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
も
の
か
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

〈
史
料
１
〉
に
お
け
る
料
紙
の
切
断
は
（
図
１
参
照
）
、
Ａ
方
向
と
Ｂ
方
向

の
二
回
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
の
切
断
を
先
に
行
な
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
史
料
の
写
真
を
コ
ピ
ー
機
で
複
写
し
、
切
り
取
ら
れ
た
部
分
が

存
在
す
る
形
を
作
り
、
先
に
述
べ
た
順
で
折
り
、
二
つ
の
切
断
線
の
中
か
ら
、

封
の
た
め
に
必
要
な
切
断
線
を
考
え
る
と
、
Ａ
方
向
の
切
断
に
よ
り
封
が
行
な

い
得
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

折
り
順
④
の
三
つ
折
り
の
後
、
封
と
し
て
利
用
す
る
部
分
を
作
る
た
め
、
一

旦
、
折
っ
た
も
の
を
再
び
広
げ
（
③
の
状
態
に
戻
す
、
も
し
く
は
、
②
ま
で
戻

し
た
方
の
が
切
り
込
み
は
入
れ
易
い
）
、
料
紙
奥
の
下
に
あ
た
る
面
に
切
り
込

み
を
入
れ
る
。
そ
の
長
さ
は
③
の
折
り
の
時
に
付
い
た
折
り
目
ま
で
と
す
る
。

切
り
込
み
を
入
れ
た
後
、
も
う
一
度
④
の
折
り
を
行
な
う
が
、
こ
の
時
、
封
に

利
用
す
る
部
分
は
残
し
た
ま
ま
行
な
う
。
最
後
に
、
残
し
て
お
い
た
封
の
部
分

で
巻
き
込
む
よ
う
に
包
み
、
封
が
出
来
上
が
る
（
図
３
参
照
）
・

〈
史
料
２
〉
に
つ
い
て
は
、
最
後
が
四
つ
折
り
（
折
り
目
が
三
つ
）
、
そ
し

て
（
の
位
置
が
異
な
る
こ
と
を
除
け
ば
、
そ
の
方
法
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
（
図

っ
の
形
式
と
し
て
確
認
で
き
る
史
料
と
い
え
よ
う

二
、
北
条
氏
康
書
状
に
お
け
る
封
式

２
参
照
）
。

ま
た
、
二
点
の
史
料
を
比
較
す
る
と
、
封
の
た
め
の
横
向
き
の
切
断
（
Ａ
お

よ
び
Ｋ
）
の
位
置
に
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
宛
所
の
位
置
と
の
関
係
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
宛
所
は
、
発
給
者
が
受
給
者
に
示
す
敬
意
の
程
度
に
よ
り
、
日
付

を
基
準
と
し
そ
の
位
置
は
上
下
す
る
。
〈
史
料
１
〉
の
場
合
、
氏
康
と
小
中
に

お
い
て
は
、
当
然
、
小
中
は
下
位
と
な
り
、
宛
所
の
位
置
は
下
が
る
。
そ
の
た

め
名
前
に
切
り
込
み
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
Ａ
の
位
置
も
下
方
よ
り
と
な
り
、
封
の

部
分
は
天
地
の
長
さ
が
短
く
な
る
。

〈
史
料
２
〉
の
場
合
、
上
杉
家
当
主
に
対
す
る
敬
意
の
た
め
、
ま
た
、
文
字

数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
宛
所
は
料
紙
の
上
半
分
に
納
ま
る
。
従
っ

て
、
（
は
天
地
の
中
央
で
入
れ
る
こ
と
が
出
来
、
本
紙
部
と
封
紙
部
の
寸
法
が

等
し
く
、
完
全
に
包
み
込
む
形
の
封
と
な
る
の
で
あ
る
。

〈
史
料
１
〉
の
場
合
も
〈
史
料
２
〉
と
同
じ
位
置
で
切
断
を
行
え
ば
、
同
様 図3史料1の封
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が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

の
封
が
可
能
と
な
る
が
、
先
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り
敢
え
て
行
な
わ
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、
ど
ち
ら
の
封
で
あ
っ
て
も
内
容
を
窺
う
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
封
の
端
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
開
い
て
し
ま
う
た
め
、
当
然
、
止
め

る
配
慮
は
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
切
封
の
よ
う
に
端
に
紙
紐
を
作
り
、
巻

き
止
め
る
方
法
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
結
論
と
し
て
こ
の
方
法
は
用
い

て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
切
封
と
す
る
な
ら
ば
、
紐
の
幅
は
わ
ず
か
で
あ
り
、

Ｂ
お
よ
び
Ｆ
の
よ
う
な
幅
の
広
い
切
断
は
不
要
で
あ
る
し
、
当
然
、
開
封
の
際

に
も
こ
の
よ
う
な
切
断
は
有
り
得
な
い
。

す
る
と
、
そ
れ
以
外
の
適
当
な
方
法
と
し
て
は
、
封
の
端
に
糊
を
付
け
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
糊
付
」
と
称
さ
れ
る
封
で
あ
ろ
う
。

糊
付
の
文
言
が
使
用
さ
れ
る
後
北
条
氏
関
係
文
書
を
、
「
神
奈
川
史
」
等
よ

り
探
し
て
み
る
と
、
次
の
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら

の
「
糊
付
」
に
は
氏
康
の
書
状
と
同
様
の
切
断
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
「
」
内
は
該
当
部
分
の
抜
粋
で
あ
る
。
ま
た
、
（
）
は
著
者

「
従
御
父
子
（
北
条
氏
康
・
氏
政
）
之
御
糊
付
」

（

９

）

（
二
）
北
条
氏
康
力
条
書
永
禄
十
二
年
四
月
頃
〔
伊
佐
早
文
害
〕

北
条
氏
康
力
よ
り
上
杉
輝
虎
力
あ
て

「
遠
路
口
上
難
届
存
二
付
而
、
捨
思
慮
、
以
糊
付
申
入
候
、
御
存
分
、

（

８

）

（
一
）
山
吉
豊
守
条
書
案
永
禄
十
二
年
四
月
二
十
三
日
〔
上
杉
家
文
書
〕

山
吉
豊
守
条
書
案
永
禄
十
二
年
四

山
吉
豊
守
よ
り
遠
山
左
衛
門
尉
あ
て

糊

付

之

御

返

答

、

可

為

本

望

事

」

（

岨

）

（
三
）
北
条
氏
康
書
状
永
禄
十
二
年
十
二
月
八
日
〔
山
吉
氏
所
蔵
文
書
〕

北

条

氏

康

よ

り

由

良

成

繁

あ

て

「
従
山
吉
方
、
其
方
へ
糊
付
之
一
札
、
先
以
本
望
候
」

（

皿

）

（
四
）
遠
山
康
光
書
状
永
禄
十
三
年
二
月
六
日
〔
上
杉
家
文
書
〕

遠

山

康

光

よ

り

由

良

成

繁

あ

て

「

御

状

両

通

（

従

小

田

原

御

状

）

糊

付

共

一

こ

こ
の
よ
う
に
、
糊
付
と
い
う
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
と
さ
ら
「
糊

付
」
と
断
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
他
の
封
式
に
こ
の
よ
う
な
例

を
見
な
い
こ
と
か
ら
、
糊
付
に
は
何
か
特
別
の
必
要
性
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。ま

た
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
〈
資
料
１
．
２
〉
と
同
様
に
越
相
同
盟
に
関
連

す
る
史
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
外
交
交
渉
と

「
糊
付
」
に
何
ら
か
の
関
連
を
求
め
た
い
が
、
論
ず
る
に
足
り
る
充
分
な
資
料

を
持
た
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
こ
と
と
す
る
。

二
点
の
氏
康
書
状
に
糊
付
の
封
が
行
な
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
痕
跡

が
残
ら
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら

い
え
ば
、
糊
付
の
痕
跡
を
残
す
箇
所
が
、
開
封
の
際
に
封
全
体
と
と
も
に
本
紙

（

岨

）

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。

三
、
「
糊
付
」
と
そ
の
開
封
に
つ
い
て
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氏
康
の
書
状
が
、
封
の
端
に
糊
を
つ
け
た
「
糊
付
」
の
封
で
あ
る
と
想
定
し
、

そ
の
開
封
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。
繰
り
返
す
事
と
な
る
が
、
ま
ず
二

方
向
の
切
断
線
を
整
理
し
て
み
る
。

横
向
き
の
切
断
（
Ａ
・
Ⅳ
）
は
封
の
部
分
を
作
る
た
め
、
発
給
側
が
あ
ら
か

じ
め
切
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
必
要
な
長
さ
に
過
不
足
な
く
刃
を
入
れ
る
な
ど
、

切
り
方
に
は
注
意
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
切
断
は
鋏
を
用
い
て
い
る
た

め
で
あ
ろ
う
か
、
小
刻
み
の
切
断
の
連
続
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
縦
向
き
の
切
断
線
（
Ｂ
・
曰
）
は
開
封
時
に
行
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
「
糊
付
」
の
封
は
、
開
封
の
た
め
に
は
糊
付
け
を
剥
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
し
か
し
、
糊
付
け
さ
れ
た
も
の
を
剥
す
事
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
刃
物
を
使
用
す
る
の
は
ご
く
自
然
の
発
想
で
あ
る
。
切
断
線
（
Ｂ
・
曰
）

が
折
り
目
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
折
り
畳
ま
れ
た

文
書
を
一
周
巻
く
よ
う
に
包
ん
だ
封
の
先
端
部
分
は
、
封
の
本
紙
よ
り
の
部
分

で
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
近
く
の
折
り
目
に
小
型
の
刃
物
を
差
し
込
ん
で
い

く
と
、
糊
付
け
さ
れ
た
箇
所
を
剥
す
こ
と
な
く
開
封
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

図4史料1の封の糊をつけた側

と刃を入れる位置(矢印）

「
糊
付
」
は
、
他
の
封
式
と
は
異
な
り
、
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
使
わ
れ
て

い
た
。
そ
れ
は
何
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
封
式
と
比
較
し
て
、
内
容

の
守
秘
性
に
優
れ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
す
る
と
防
諜
上
の
目
的
を
持
っ

て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
述
べ
た
二
点
の
「
糊
付
」
は
、
い
ず
れ
も
北
条
氏
康
の
書
状
で
あ
る
。

氏
康
は
防
諜
上
の
理
由
か
ら
か
、
他
の
戦
国
大
名
に
は
例
が
な
い
程
、
数
年
毎

に
花
押
の
形
に
微
妙
な
変
化
を
加
え
て
い
た
。
「
糊
付
」
の
使
用
も
氏
康
の
用

心
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
の
に
充
分
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
防
諜
上
の
有

用
性
と
い
う
視
点
の
み
で
、
こ
の
封
式
を
語
る
の
は
充
分
と
は
い
え
な
い
。

る
（
図
４
参
照
）
・
命
《
料
１
〉
（
図
１
）
の
Ｂ
に
見
ら
れ
る
、
必
要
以
上
に
深
い

切
り
込
は
、
こ
の
方
法
で
開
封
を
行
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

封
の
下
よ
り
刃
物
を
差
込
み
、
切
り
開
い
た
時
、
封
が
部
分
的
で
あ
る
た
め
、

封
の
切
断
終
了
後
、
刃
を
止
め
べ
き
と
こ
ろ
を
切
り
過
ぎ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
〈
史
料
２
〉
（
図
２
）
の
切
断
線
曰
も
、
直
線
的
で
は
あ
る
が
斜
め

に
入
っ
て
い
る
こ
と
も
、
切
断
の
方
法
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
史
料
と
も
封
の
た
め
の
切
断
（
Ａ
・
征
）
に
は
注
意
深
さ

が
感
じ
ら
れ
る
が
、
開
封
の
た
め
の
切
断
（
Ｂ
・
曰
）
は
直
線
的
で
あ
る
が
、

刃
の
進
め
方
に
注
意
深
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
な
ど
、
切
断
の
目
的
と
使
用
す
る

刃
物
の
違
い
か
ら
共
通
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
氏
康
の
書
状
に
み
ら
れ
る
「
糊
付
」
と
そ
の
目
的
に
つ
い
て
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ま
た
、
〈
史
料
２
〉
に
は
三
郎
の
養
子
の
件
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
件
も
越

相
同
盟
の
条
件
と
し
て
周
知
の
事
で
あ
っ
た
。
し
か
も
永
禄
十
三
年
三
月
二
十

（

妬

）

六
日
の
北
条
氏
康
・
同
氏
政
連
署
条
書
に
よ
り
、
こ
の
件
が
敵
国
で
あ
る
武
田

氏
側
に
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
史
料
を
次
に
示
す
が
、
長
文

氏
側
に
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
（

に
及
ぶ
た
め
関
係
箇
所
と
し
、
他
は
割
愛
す
る
。

二
月
六
日
の
氏
康
の
書
状
に
み
ら
れ
、
以
後
二
人
の
勺

す
る
多
く
の
史
料
に
登
場
し
、
周
知
の
事
で
あ
っ
た
。

現
存
す
る
越
相
外
交
に
関
す
る
他
の
氏
康
の
書
状
を
み
て
も
、
同
様
の
切
断

を
持
つ
史
料
は
見
ら
れ
ず
、
な
ぜ
こ
の
二
点
に
行
な
っ
た
も
の
か
理
由
を
求
め

る
こ
と
は
困
難
と
い
え
る
。
ま
た
、
史
料
の
内
容
に
そ
の
差
異
を
求
め
、
他
の

文
書
と
比
較
を
行
な
っ
て
も
特
に
防
諜
上
の
配
慮
を
行
う
必
要
性
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
二
点
の
氏
康
の
書
状
の
内
容
は
、
す
で
に
他
の
複
数
の
文
書
に
お
い
て

上
杉
側
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
新
し
い
情
報
で
は
な
い
。

〈
史
料
１
〉
の
内
容
で
防
諜
上
の
必
要
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
使
者
で
あ

る
天
用
院
と
遠
山
の
名
前
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
遠
山
が
越
後
へ
の
使
者
を

勤
め
る
こ
と
は
、
す
で
に
二
月
二
日
に
遠
山
康
英
が
上
杉
氏
の
家
臣
で
あ
る
松

（

喝

）

本
、
河
田
、
上
野
の
三
人
に
宛
て
た
文
書
な
ど
に
よ
り
、
ま
た
天
用
院
の
名
は
、

（

雌

）

二
月
六
日
の
氏
康
の
書
状
に
み
ら
れ
、
以
後
二
人
の
名
前
は
、
越
相
同
盟
に
関

（

前

略

）

一
三
郎
、
来
五
日
、
無
風
雨
之
嫌
、
當
地
可
致
発
足
事
、

付
、
彼
日
取
流
布
候
間
、
其
剛
信
玄
出
張
無
心
元
存
候
、
畢
寛
利
根

川
端
迄
、
此
方
送
随
分
堅
固
二
可
申
付
候
、
（
以
下
略
）
・
・
・
・

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
史
料
か
ら
お
よ
そ
二
ヶ
月
後
の
五
月
十
二
日
に
記
さ
れ

た
氏
康
の
書
状
（
史
料
１
）
に
お
い
て
、
こ
と
さ
ら
機
密
保
持
に
務
め
る
必
要

も
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

ま
た
、
防
諜
上
の
目
的
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
「
糊
付
」
で
は
な
く
、
他
の

手
段
に
依
っ
て
い
た
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
糊
付
の
文
言
の
使
用
例

（

肥

）

で
あ
げ
た
北
条
氏
康
力
条
書
は
、
実
際
に
糊
付
が
行
な
わ
れ
た
史
料
で
あ
る
。

文
書
の
後
半
部
が
欠
失
し
て
い
る
が
、
越
相
同
盟
に
関
す
る
内
容
よ
り
永
禄
十

二
年
四
月
中
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
前
文
に
興
味
深
い
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
史
料
は
長
文
に
及
ぶ
た
め
、
や
は
り
関
係
箇
所
の
み
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
史
料
は
「
糊
付
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
後

半
部
は
欠
失
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
数
枚
の
紙
を
継
い
で
い
る
事
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
紹
介
し
た
二
点
の
氏
康
書
状
と
比
較
し
て
も
、
料
紙
の
形
態
、
折
り
方
、

封
式
な
ど
は
当
然
異
な
る
と
こ
ろ
か
ら
「
糊
付
」
に
は
多
様
な
形
式
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

条
目遠
路
口
上
難
届
存
二
付
而
、
捨
思
慮
、
以
糊
付
申
入
候
、
御
存
分
、

糊
付
之
御
返
答
、
可
為
本
望
事
、

（

後

略

）

（
後
略
）
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「
糊
付
」
の
封
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
、
二
点
の
北
条
氏
康
の

書
状
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

（

Ⅳ

）

「
糊
付
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
。
現
存
す
る
史
料
が
少
な
い
た
め
、
充
分
な

検
討
を
行
な
い
得
た
も
の
か
、
甚
だ
心
許
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿

で
述
べ
た
氏
康
の
書
状
を
「
糊
付
」
と
す
る
こ
と
に
は
大
過
は
な
い
と
思
わ
れ

ブ
（
》
○

戦
国
期
に
限
ら
ず
、
東
国
と
西
国
の
文
化
は
比
較
さ
れ
る
事
が
多
い
。
文
書

形
式
に
例
を
求
め
て
も
、
料
紙
の
形
、
折
り
方
、
封
式
な
ど
諸
処
に
差
異
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
述
べ
た
切
断
の
あ
る
氏
康
の
書
状
も
、
「
竪

ま
た
、
後
略
の
部
分
に
越
相
同
盟
の
交
渉
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、
〈
史
料

１
．
２
〉
と
比
較
し
て
、
防
諜
上
の
措
置
を
行
な
う
要
素
は
高
い
と
い
え
る
。

そ
の
た
め
、
史
料
の
前
文
に
は
、
「
口
上
で
伝
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
遠
路

で
届
き
難
い
の
で
糊
付
に
し
た
」
と
い
う
意
味
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
口

上
」
の
文
言
も
戦
国
期
の
史
料
に
は
多
く
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
重
要
な
内
容

は
文
書
に
記
さ
ず
、
使
者
が
口
頭
で
伝
達
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
行
な
わ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
の
場
合
は
誤
伝
を
恐
れ
、
敢
え
て
文
書

に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
防
諜
対
策
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
次
善
の
策
と
し
て
「
糊
付
」

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

む
す
び
に
か
え
て

切
紙
」
、
「
横
ノ
内
折
」
、
「
本
紙
と
封
紙
が
同
一
紙
」
な
ど
様
々
な
点
で
東
国

的
様
式
が
色
濃
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
方
性
の
あ
る
文
書
形
式
は
、

様
々
な
要
素
を
背
景
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
述
べ
た

氏
康
の
書
状
に
み
ら
れ
る
「
糊
付
」
も
、
「
越
相
外
交
下
で
使
用
さ
れ
た
糊
付
」

と
い
う
よ
う
な
限
定
が
必
要
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

当
初
、
こ
の
封
は
そ
の
守
秘
性
に
よ
り
用
い
ら
れ
た
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
文
書
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
必
ず
し
も
そ
の
こ
と
が
求
め
ら
れ
た

も
の
と
は
思
え
ず
、
他
の
要
素
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
書
状
は
本
紙
と
封
紙
を
同
一
と
し
、
開
封
後
、
文
書
に
欠
失
部
を
作

る
な
ど
、
書
札
礼
の
見
地
か
ら
も
極
め
て
薄
礼
で
あ
る
と
い
え
る
。
北
条
氏
よ

り
上
杉
氏
へ
の
依
頼
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
、
越
相
同
盟
の
外
交
文
書
と
し
て

見
た
場
合
、
こ
の
封
式
の
使
用
に
は
、
す
で
に
、
儀
礼
的
要
素
を
省
き
、
親
密

な
関
係
が
成
立
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
で
、
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
大
永
五
年
卯
月
二
十
日
と
さ
れ
る
、

（

喝

）

北
条
氏
綱
が
輝
虎
の
父
長
尾
為
景
に
あ
て
た
書
状
で
あ
る
。
前
年
よ
り
、
氏
綱

は
外
交
政
策
上
、
為
景
に
接
近
を
行
い
、
度
々
書
状
を
送
っ
て
い
た
。
卯
月
二

十
日
以
前
に
氏
綱
が
為
景
に
宛
て
た
書
状
の
宛
名
は
、
「
謹
上
長
尾
信
濃
守

殿
」
、
「
謹
上
長
尾
信
濃
守
殿
御
宿
所
」
、
「
長
尾
信
濃
守
殿
御
宿
所
」

な
ど
の
よ
う
に
上
所
や
脇
付
を
付
け
充
分
に
敬
意
を
示
し
て
い
た
が
、
こ
の
書

状
よ
り
、
宛
名
は
「
為
へ
」
、
差
出
書
は
「
岡
」
と
の
み
簡
略
に
記
す
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

内
容
と
し
て
は
橋
（
酒
樽
の
こ
と
）
五
荷
と
酒
の
肴
を
送
っ
た
こ
と
を
知
ら
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せ
る
も
の
で
あ
る
。
宛
名
と
差
出
書
の
名
を
こ
の
様
に
変
え
る
の
は
、
防
諜
上

と
い
う
目
的
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
、
内
容
的
に
も
そ
の
必
要
は
な
い
。
ま

（

岨

）

た
、
こ
れ
以
降
、
氏
綱
が
為
景
に
送
っ
た
書
状
に
は
同
様
に
記
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
親
近
感
を
演
出
す
る
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
為
景
が
先
に
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
日
、
氏
綱

に
宛
て
た
為
景
の
書
状
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
双
方

に
こ
の
雰
囲
気
を
許
容
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
述
べ
た
氏
康
の
書
状
は
守
秘
性
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
こ
の
手
軽
な
封
式
に
よ
る
書
状
の
遣
り
と
り
を
通
し
て
行
な
わ
れ
た
、

「
親
近
感
の
具
現
化
」
と
い
っ
た
効
用
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
目
的
が
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。

付

記

小
論
の
作
成
に
あ
た
り
、
史
料
調
査
に
際
し
て
は
上
杉
隆
憲
氏
、
山
田
武
雄

氏
、
上
杉
虎
雄
氏
、
小
田
原
城
天
守
閣
、
小
田
原
市
史
編
さ
ん
室
、
川
匂
神
社
、

二
宮
町
史
編
さ
ん
係
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
藤
木
久
志

氏
に
は
多
く
の
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
ま
た
、
使
用
し
た
写
真
は
井
上
久
美
子

氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
多
く
の
方
々
に
対
し
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

註
（
１
）
下
山
治
久
編
「
改
定
後
北
条
氏
編
年
文
書
目
録
」
「
藤
沢
市
史
研
究
」
第

創

号

所

収

（
２
）
『
新
潟
県
史
』
資
料
編
は
、
個
々
の
史
料
に
詳
細
な
古
文
書
学
的
デ
ー
タ
を

付
け
、
資
料
集
と
し
て
理
想
的
な
姿
を
示
し
た
。
「
小
田
原
市
史
』
史
料
編
も
、

可
能
な
限
り
原
文
書
に
あ
た
り
編
纂
を
行
な
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

山
口
博
氏
は
北
条
五
代
の
花
押
の
編
年
を
行
い
、
年
未
詳
文
書
の
年
代
比
定

に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

（
３
）
「
歴
史
地
理
』
第
七
八
巻
、
第
二
・
五
号
所
収
、
一
九
四
一
年
。
近
年
『
日

本
古
文
書
学
論
集
』
二
、
総
論
Ⅱ
「
古
文
書
の
様
式
的
研
究
」
に
お
い
て
復
刻

さ
れ
た
。
ま
た
、
例
外
と
し
て
横
ノ
内
折
が
行
な
わ
れ
て
い
る
文
書
は
、
天
正
年

（
４
）
相
田
氏
が
図
版
を
も
っ
て
紹
介
さ
れ
た
三
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
田
村
清
顕
書
状
〔
結
城
白
川
文
書
〕
（
年
未
詳
）
正
月
二
七
口

料
紙
奥
の
上
と
下
の
端
に
そ
れ
ぞ
れ
方
形
の
切
断
が
あ
る
。

②
松
平
親
乗
書
状
（
弘
治
三
年
ヵ
）
八
月
九
日

料
紙
奥
の
上
端
に
方

形
の
切
断
が
あ
る
。

③
波
多
鎮
書
状
（
天
正
年
間
ヵ
）
十
月
六
日

料
紙
袖
の
上
と
下
の
端
に
変
則
的
な
方
形
の
切
断
が
あ
る
。

（
５
）
小
中
大
蔵
少
輔
は
、
越
相
外
交
の
初
期
の
史
料
で
あ
る
永
禄
十
一
年
十
二

月
二
十
四
日
付
の
秀
仙
（
山
崎
專
柳
斎
）
・
北
条
高
定
連
署
書
状
（
『
神
奈
川

県
史
』
資
料
編
３
古
代
・
中
世
三
下
、
七
六
四
八
号
文
書
）
の
宛
所
に
、
終

間
の
中
凋
と
推
疋
さ
れ
る
、
胆
馴
押
涌
郡
の
住
人
で
あ
る
蔭
露
鎮
の
書
状
で
あ
る
。
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始
、
上
杉
側
の
窓
口
で
あ
っ
た
河
田
重
親
、
松
本
景
繁
ら
と
並
記
さ
れ
る
の

で
、
小
中
も
北
条
氏
に
対
す
る
上
杉
側
の
外
交
担
当
の
一
人
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
『
群
馬
県
史
』
通
史
編
３
に
は
小
中
の
こ
と
を
小
中
家
成
と

記
し
、
河
田
、
松
本
ら
と
と
も
に
「
沼
田
三
人
衆
」
と
し
て
越
相
外
交
の
上
杉

側
の
窓
口
で
あ
っ
た
と
す
る
。

し
か
し
、
永
禄
十
二
年
二
月
二
日
付
の
遠
山
康
英
条
書
（
「
新
潟
県
史
』
資

料
編
３
中
世
一
、
四
九
三
号
文
書
）
の
宛
所
に
は
、
河
田
、
松
本
、
そ
し
て
、

小
中
に
代
わ
っ
て
上
野
中
務
少
輔
の
名
が
み
ら
れ
、
以
降
の
関
係
史
料
で
は
、

河
田
、
松
本
、
上
野
の
三
人
が
上
杉
側
の
外
交
担
当
と
し
て
登
場
す
る
こ
と

に
な
る
。

小
中
大
蔵
少
輔
の
実
名
を
、
『
神
奈
川
県
史
』
、
「
群
馬
県
史
』
な
ど
は
家

成
と
し
、
ま
た
、
同
書
や
『
新
潟
県
史
』
は
上
野
中
務
少
輔
の
実
名
も
同
じ
家

成
と
す
る
。
「
群
馬
県
史
』
の
「
沼
田
三
人
衆
」
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
他
言

に
は
河
田
、
松
本
、
上
野
を
あ
げ
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
勘
案

す
る
と
、
小
中
と
上
野
は
あ
た
か
も
同
一
人
物
の
ご
と
き
印
象
が
あ
る
。

し
か
し
、
上
杉
側
の
窓
口
が
河
田
、
松
本
、
上
野
に
定
ま
っ
た
と
思
わ
れ

る
後
の
永
禄
十
二
年
三
月
十
三
日
の
北
条
氏
康
書
状
（
史
料
１
）
に
お
い
て
、

再
び
越
相
外
交
に
関
連
し
て
小
中
大
蔵
少
輔
の
名
が
登
場
し
て
く
る
。
永
禄

九
年
十
月
十
三
日
の
上
杉
輝
虎
書
状
写
（
「
大
日
本
古
文
書
」
家
わ
け
十
二

ノ
三
「
上
杉
家
文
書
」
二
九
八
１
（
九
四
）
号
に
は
、
小
中
大
蔵
丞
が
河
田
重
親
、

新
発
田
右
衛
門
大
夫
ら
と
上
野
国
に
在
陣
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
に
関
連
し
て
、
永
禄
八
年
正
月
八
日
の
上
杉
輝
虎
書
状
（
「
神
奈
川

史
』
史
料
編
３
三
下
、
七
四
二
五
号
文
書
）
に
は
、
松
本
、
河
田
、
そ
し
て
、

小
中
大
蔵
少
輔
、
新
発
田
右
衛
門
大
夫
、
小
国
刑
部
少
輔
の
沼
田
城
在
陣
が

記
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
事
か
ら
小
中
大
蔵
丞
と
小
中
大
蔵
少
輔
は
同
一
人
物
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
年
末
詳
の
三
月
十
七
日
の
小
中
大
蔵
少
輔
宛
の
上
杉
輝
虎
書
状
写

（
「
大
日
本
古
文
書
』
「
上
杉
家
文
書
」
二
九
八
Ｉ
（
九
三
）
号
文
書
）
に
は
、

「
弟
之
彦
兵
衛
尉
」
と
あ
る
が
、
こ
の
事
に
関
連
し
て
、
天
正
五
年
の
上
杉
家

家
中
名
字
尽
手
本
（
『
新
潟
県
史
』
資
料
編
３
中
世
一
、
八
八
六
号
文
書
）

に
は
、
小
中
彦
兵
衛
尉
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
永
禄
か
ら
天
正
に
か

け
「
小
中
大
蔵
少
輔
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
や
や
性

格
が
異
な
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
上
杉
家

御
年
譜
」
の
永
禄
年
間
の
記
述
に
は
、
上
野
（
中
務
少
輔
、
家
成
な
ど
と
表
記

あ
り
）
と
小
中
（
大
蔵
允
、
大
蔵
、
大
蔵
助
な
ど
と
表
記
あ
り
）
の
名
前
が
み

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
小
中
と
上
野
は
同
時
期
に
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
、
両
者
を
同
一
人
物
と
す
る
こ
と
は
や
や
不
自
然
と
思
わ

れ

る

。

（
６
）
前
掲
（
３
）

（
７
）
前
掲
（
３
）

（
８
）
「
神
奈
川
県
史
」
資
料
編
３
三
下
、
七
七
四
四
号
文
書

（
９
）
「
小
田
原
市
史
』
史
料
編
中
世
Ⅱ
、
八
二
○
号
文
書

（
Ⅲ
）
「
小
田
原
市
史
』
史
料
編
中
世
Ⅱ
、
九
二
二
号
文
書

（
Ⅱ
）
「
新
潟
県
史
』
資
料
編
３
中
世
一
、
九
九
号
文
書
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（
掴
）
糊
付
の
形
式
が
具
体
的
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
糊
付
の
痕
跡
が
残
ら

な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
理
由
と
し
て
、
糊
付
の
封
に

定
ま
っ
た
形
式
が
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
定
形
化
さ

れ
た
封
式
と
し
て
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
註
（
９
）
で
あ

げ
た
史
料
は
「
糊
付
」
で
あ
る
。
写
真
で
確
認
を
行
な
う
と
後
半
を
欠
失
し

て
い
る
が
、
現
存
す
る
部
分
も
料
紙
を
継
い
で
お
り
、
本
稿
で
述
べ
た
二
例

と
は
自
ず
と
折
り
方
等
が
異
な
る
。

ま
た
、
『
新
潟
県
史
」
資
料
編
３
中
世
一
、
四
六
五
号
文
書
の
注
に
よ
る

と
、
永
禄
十
二
年
三
月
七
日
付
北
条
氏
政
書
状
〔
上
杉
家
文
書
〕
は
料
紙
裏
面

の
天
地
に
糊
付
の
痕
が
あ
る
と
記
す
が
、
封
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
触
れ
て

い
な
い
。
「
糊
付
」
の
糊
の
痕
で
あ
る
か
、
後
世
、
何
ら
か
の
理
由
で
付
け
ら

れ
た
も
の
か
、
現
在
、
実
見
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
の
で
断
定
は
し
難
い
が
、

糊
付
の
封
で
あ
る
と
し
て
も
、
氏
康
書
状
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
切
断
は
行
な

わ

れ

て

い

な

い

。

（
旧
）
永
禄
十
二
年
二
月
二
日
付
の
遠
山
康
英
条
書
（
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
３

三
下
、
七
六
七
三
号
文
書
）
に
よ
る
と
、
遠
山
康
英
は
上
杉
氏
の
家
臣
で
あ

る
松
本
石
見
守
、
河
田
伯
耆
守
、
上
野
中
務
少
輔
に
宛
て
、
遠
山
父
子
が
使

者
と
し
て
永
禄
十
二
年
二
月
十
六
、
七
日
に
上
野
国
金
山
城
ま
で
赴
く
こ
と

を

記

す

。

ま
た
、
同
年
二
月
七
日
付
の
由
良
成
繁
書
状
案
写
（
「
神
奈
川
県
史
』
資
料

編
３
三
下
、
七
六
八
○
号
文
書
）
に
よ
る
と
、
由
良
成
繁
は
、
氏
康
と
氏
政

の
誓
詞
を
遠
山
父
子
が
持
参
す
る
こ
と
を
、
松
本
、
河
田
、
上
野
の
三
人
に

伝

え

て

い

る

。

さ
ら
に
、
同
年
三
月
七
日
付
の
二
点
の
北
条
氏
政
書
状
（
「
小
田
原
市
史
』

史
料
編
中
世
Ⅱ
、
七
九
五
・
七
九
六
号
文
書
）
に
お
い
て
は
、
氏
政
が
上
杉

輝
虎
や
河
田
伯
耆
守
、
上
野
中
務
少
輔
に
対
し
て
、
遠
山
康
光
が
使
者
と
し

て
赴
く
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
脚
）
北
条
氏
康
書
状
「
小
田
原
市
史
』
史
料
編
中
世
Ⅱ
、
七
七
五
号
文
書

（
旧
）
北
条
氏
康
・
同
氏
政
連
署
条
書
『
小
田
原
市
史
』
史
料
編
中
世
Ⅱ
、
九
五

○

号

文

書

（
略
）
前
掲
（
９
）

（
Ⅳ
）
菅
見
の
限
り
に
お
い
て
、
あ
き
ら
か
に
糊
付
で
あ
る
こ
と
が
確
定
出
来
る

文
書
は
、
前
掲
（
９
）
の
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
初
の
形
態
を
損
ね
て

い
る
た
め
封
の
形
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
述
べ

た
二
例
も
糊
付
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ま
た
、
相
模
二
宮
で
あ
る
川
匂
神
社
に
は
、
本
稿
で
述
べ
た
史
料
と
同
様

の
箇
所
に
切
断
の
あ
る
北
条
家
朱
印
状
（
「
禄
壽
応
隠
」
印
）
が
存
在
す
る
。

同
社
に
は
現
在
四
点
の
北
条
家
朱
印
状
を
所
蔵
す
る
が
、
そ
の
中
の
年
未
詳

六
月
十
一
日
付
の
史
料
（
「
神
奈
川
県
史
」
資
料
編
３
三
下
、
八
一
○
一
号

文

書

）

で

あ

る

。

内
容
と
し
て
は
、
着
到
の
内
容
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
折
り
方
は
、

印
判
の
印
移
り
に
よ
り
、
奥
か
ら
袖
に
向
か
っ
て
順
に
折
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
袖
の
汚
れ
の
大
き
い
こ
と
も
、
こ
の
事
を
裏
付
け
る
。

氏
康
の
書
状
と
同
様
の
切
断
が
あ
る
が
、
文
書
の
折
り
方
か
ら
考
え
る
と
、
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（
旧
）
（
大
永
五
年
）
五
月
十
八
日
付
の
二
点
の
北
条
氏
綱
書
状
、
『
小
田
原
市
史
』

行

な

う

に

と

ど

め

る

。

（
喝
）
北
条
氏
綱
書
状
「
‐「小

史
料
編
中
世
Ⅱ
、
六
八
・
六
九
号
文
書

追
而
啓
、
到
来
之
間
、
橘
五
荷
井
帝

人
二
可
有
御
賞
翫
候
、
恐
と
謹
言

卯

月

廿

口

岡

□

（

為

へ

橘
五
荷
井
両

岡
□
（

封
に
使
用
す
る
部
分
を
内
側
に
折
っ
て
い
る
た
め
、
切
断
部
が
封
と
し
て
利

し
か
し
な
が
ら
、
氏
康
書
状
の
例
と
同
様
に
、
折
り
目
に
合
わ
せ
て
切
断

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
宛
所
の
切
断
の
例
と
考
え
る
な
ら
ば
、
史
料
に

は
同
社
宮
司
家
の
姓
で
あ
る
二
見
と
い
う
文
字
が
残
る
こ
と
な
ど
、
切
断
の

目
的
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
様
の
切
断
箇
所
を
有
す
る
史
料
と
し
て
報
告
を

用
さ
れ
た
可
能
性
は
な
い
。

＊
為
と
は
為
景
の
こ
と
、
ま
た
、
岡
と
は
綱
の
字
の
秀
で
氏
綱
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
る

田
原
市
史
」
史
料
編
中
世
Ⅱ
、
六
七
号
文
書

種
進
之
候
、
雛
左
道
至
候
、
遠
路
之
儀
一

黒
印
・
印
文
「
郡
」
）
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